
P2	 地域の学び舎　安家小を閉校
P4	 消防団員の処遇を改善
P7	 町の考えを問う（8議員が一般質問）
P14	 シリーズ　公共交通を考える
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シリーズ

　小川で酪農に励む内村貴
たか

喜
き

さん（32
歳）です。3年前に牛舎を新築し、現
在37頭のホルスタインを飼育。酪農
の発展を目指し、毎日頑張っています。
� 【関連16㌻】

キキララッッとと光光るる人人 ❶
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あ
れ
ば
引
き
続
き
入
居
し

た
い
と
の
意
向
を
確
認
し

て
い
る
。

空
く
予
定
の
教
員
住

宅
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
な
ど
一
般
住
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
事
務

的
な
整
備
を
進
め
る
考
え

は
な
い
か
。

今
後
の
活
用
や
管
理

の
方
法
な
ど
を
、
担

当
課
間
で
協
議
・
検
討
し

て
い
く
。

地
域
の
学
び
舎�

安
家
小
を
閉
校

�

小
学
校
は
５
校
に

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
の
６

日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
議
員
が
登
壇
。
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
や
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
の
内
容
は

７
㌻
か
ら
11
㌻
ま
で
）。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
岩
泉
町
立
学
校
設
置

条
例
」
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
13
件
、

議
員
提
出
議
案
１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
。そ
の
他
、

請
願
１
件
を
採
択
（
詳
細
は
６
㌻
）
し
ま
し
た
。

１
４
７
年
の
歴
史
に
幕

　
本
年
３
月
末
に
安
家
小

（
山
本
一か

ず
ゆ
き行
校
長
、
児
童

３
人
）
を
閉
校
し
、
４
月

か
ら
岩
泉
小
（
吉
田
浩ひ

ろ
き規

校
長
、
児
童
１
７
０
人
）

に
統
合
と
す
る
町
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
安
家
小
は
明
治
９
年
３

月
に
創
立
し
、
ピ
ー
ク
時

の
児
童
数
は
昭
和
39
年
、

40
年
の
１
６
７
人
。
大
幅

な
児
童
数
の
減
少
に
伴

い
、
地
域
の
同
意
を
得
て

岩
泉
小
へ
の
統
合
が
決

ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
安
家
小
の
閉
校
で
町
立

の
小
学
校
は
５
校
（
※
）

と
な
り
ま
す
。

素敵な夢を聞かせてくれた、安家小学校の児童３人

S
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H
2
H
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R
2

児童数小学校数（本校+分校）

岩泉町の小学校数と児童数の推移
（人） （校）

（年）
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　登下校の時間が今までとは
だいぶ違うので、年間を通じ
て心身ともに健康を保てるか
心配です。子どもたちの家が
反対方向で、送迎バスの運行
管理も心配しています。

童童児児 声声のの

龍泉洞周辺の
用地取得可決

　
龍
泉
洞
周
辺
の
用
地
取

得
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
町
の
中
心
的
観
光
地
で

あ
る
龍
泉
洞
。
園
地
の
再

整
備
構
想
を
検
討
す
る
中

で
、
永
続
的
な
経
営
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
、

購
入
す
る
も
の
で
す
。

　
県
道
か
ら
北
側
（
旧
龍

泉
洞
観
光
会
館
周
辺
）
の

箇
所
、
合
計
４
筆
を
取
得

し
ま
し
た
。

＊
取
得
面
積
（
計
４
筆
）

�

６
８
６
６
・
0‌
１
㎡

＊
取
得
価
格

�

１
億
１
１
２
３
万
円

　
土
地
の
取
得
は
、
不
動

産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評

価
に
基
づ
き
算
定
し
た
額

で
行
い
ま
す
。

川口　唯
ゆ め

芽�さん
（6年）

　将来の夢　大工職人
　父の仕事を見学した時、父が
力強く木材を組み上げていて、
とても素敵な仕事だと感じたか
らです。

高舘　颯
そ う や

也�さん
（6年）

　将来の夢　自衛官
　台風 10号で被災し、自衛隊
の人にお世話になりました。自
分も将来、人の役に立つ仕事に
就きたいと思ったからです。

上日向峻
しゅんすけ

輔�さん
（5年）

　将来の夢　漁師
　テレビ放送などを観て、大間
のマグロ一本釣り漁師にあこが
れています。

　統合後の新しい学校での生活は、今まで何回か交流
会を行っているので不安は感じていません。それより
一日でも早く友達に会いたいです。
　通学は、今も全員 15分から 30分のバス通学なの
で、不安はありませんが、起床時間が今までよりも約
1時間早くなるので寝ぼうが心配です。

護護 者者保保 声声のの

閉
校
後
、
体
育
館
や

屋
外
運
動
場
は
一
般

利
用
可
能
か
。

教
育
委
員
会
に
申
し

込
む
こ
と
で
利
用
で

き
る
。緊

急
時
な
ど
に
利
用

す
る
校
庭
の
整
備
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員

を
雇
用
し
整
備
、
管

理
す
る
。

教
員
住
宅
の
使
用
は
。

２
棟
の
う
ち
１
棟
が

空
く
予
定
。
も
う
１

棟
は
教
員
の
転
任
先
に
よ

る
が
、
町
内
へ
の
異
動
で

答

答答

答

問

問

問

問

高舘めぐみさん
（安家）

（※）�岩泉小、釜津田小、小川小、有芸小、小本小

定例会のあらまし

校　舎

閉
校
後
の
一
般
利
用
は

申
し
込
む
こ
と
で
可
能

定例会のあらまし

次
は
、
消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善

用地取得した場所の現在の様子
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費
用
弁
償
（
※
）
か

ら
出
動
報
酬
に
な

り
、額
も
増
額
し
て
い
る
。

今
ま
で
の
活
動
と
違
い
は

あ
る
の
か
。

大
き
な
変
更
点
は
、

災
害
か
災
害
以
外
か

で
報
酬
を
分
け
て
い
る
。

基
本
的
に
活
動
は
こ
れ
ま

で
と
同
じ
で
あ
る
。

団
員
確
保
、
増
員
へ

の
対
策
は
。

本
年
度
か
ら
報
酬
を

団
員
個
人
へ
直
接
支

給
。
来
年
度
か
ら
報
酬
の

引
き
上
げ
に
よ
る
団
員
確

　
条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
泰

正
委
員
長
）は
12
月
13
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
６
件
、

補
正
予
算
５
件
、財
産
の
取
得
１
件
を
慎
重
に
審
査
。

来
年
度
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
消
防
団
員
の
報
酬
な

ど
へ
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

消防団

報
酬
増
で
活
動
に
違
い
は

活
動
は
基
本
同
じ
で
あ
る

答 問答 問

保
の
状
況
を
確
認
し
、
対

応
し
て
い
く
。

　今回、報酬の増額を聞き、良いこ
とだと思います。
　個人支給に切り変わったことを含
め、各種災害対応に当たる新入団員
の増員に繋がることを願っています。

まま ちち 声声のの
新入団員の増に
繋がること願う

澤口貞
さだ

治
はる

さん
（小川・52歳）

地域住民を守るため訓練に励む消防団員（第５分団）

団員の報酬など引き上げ
消防団員の処遇を改善

出　動　区　分 出動報酬
（１日につき）

火災　４時間以上 8,000 円
火災　４時間未満 4,000 円
火災以外の災害 8,000 円
警戒、訓練、その他の活動 2,000 円

団員の報酬：年額報酬と出動報酬
職　　名 年額報酬の額 （変更前）

団長 140,000 円
副団長 96,000 円
団付分団長（新設） 68,000 円
分団長 68,000 円
副分団長 53,000 円
部長 41,000 円
班長 37,000 円 30,000 円
上記以外の団員 36,500 円 24,000 円
機能別消防団員 12,000 円

菌床栽培

民
間
事
業
者
へ
の
支
援
は

財
源
を
確
保
し
支
援
す
る

新
規
事
業
（
※
）
が

経
営
効
果
に
表
れ
る

の
は
い
つ
か
。

原
材
料
の
購
入
補
助

は
、
本
年
度
交
付
。

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は

来
年
７
月
頃
に
設
置
予
定

で
、
秋
以
降
の
灯
油
削
減

に
効
果
が
出
る
と
考
え
る
。

㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業

の
経
営
改
善
計
画
の

進
捗ち

ょ
く

状
況
は
。

本
年
度
か
ら
４
カ
年

事
業
と
し
て
実
施
。

ホ
ダ
の
浸
水
作
業
回
数
の

削
減
、
自
動
袋
折
り
機
は

導
入
済
み
。
廃
ホ
ダ
活
用

シ
ス
テ
ム
は
本
補
正
予
算

で
計
上
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

導
入
は
財
源
を
確
保
し
来

年
度
か
ら
計
画
的
に
整
備

を
す
る
予
定
で
あ
る
。

民
間
で
頑
張
っ
て
い

る
菌
床
し
い
た
け
栽

培
事
業
者
も
あ
る
。
状
況

把
握
と
支
援
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業

の
外
に
１
社
あ
る
。

そ
ち
ら
の
経
営
状
況
も
相

当
厳
し
い
と
把
握
し
て
い

る
。
今
後
財
源
な
ど
確
保

し
な
が
ら
具
体
的
に
考
え

て
い
く
。【
関
連
１2
㌻
】

電気料金が約２倍に高騰する菌床しいたけ栽培

答 問

答 問答 問

　安家地区は働く場所が少なく、き
のこ産業は地区に無くてはならない
貴重な就労の場です。今後は他には
ない特色ある作物を考えていかなけ
ればならないと思います。

まま ちち 声声のの
きのこ産業は
貴重な就労場

金子　實
みのる

さん
（安家・87歳）

　施設の老朽化が進み、建て替えを
心待ちにしていました。皆さんが使
いやすく集えるような、そしてイベン
トなどに考慮した施設になれば良い
なと思います。

まま ちち 声声のの
イベントなどに
考慮した施設に

田代　久枝さん
（小川）

小
川
複
合
施
設
の
基

本
設
計
の
ス
ケ
ジュー

ル
は
。４

年
内
に
入
札
し
、

年
明
け
か
ら
着
手
し

た
い
。
３
月
ま
で
に
は
地

域
へ
の
説
明
も
行
う
。

施
設
配
置
の
考
え
方

は
。

支
所
の
通
常
業
務
な

ど
を
考
慮
し
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
も
配
慮
し
た

設
計
に
す
る
。

中
小
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
騰
へ
支
援

�

２
６
７
３
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の

影
響
緩
和
の
た
め
中
小
事

業
者（
農
林
水
産
業
を
含

む
）に
支
援
金
を
給
付
。

サ
ケ
種
苗
放
流
へ
補
助

�

２
４
３
万
円

サ
ケ
の
栽
培
漁
業
の
持
続

化
を
図
る
た
め
、
種
卵
確

保
と
改
良
餌
（
稚
魚
の
大

型
化
）
の
小
本
浜
漁
協
負

担
額
に
補
助
。

龍
泉
洞
園
地
の
環
境
整
備

工
事

�

１
８
２
万
円

龍
泉
洞
の
園
地
整
備
の
た

め
取
得
す
る
土
地
周
辺
の

支
障
木
を
伐
採
。
隣
接
地

と
町
の
境
界
に
、
侵
入
防

止
の
標
識
を
設
置
す
る
。

㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業
支
援

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

活
用
実
証

廃
菌
床
が
燃
料
の
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し

灯
油
燃
料
使
用
量
を
節
減

事
業
費　
３
０
０
９
万
円

特
用
林
産
物
の
原
材
料
購

入
費
へ
補
助

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
価
高
騰

策
で
、
原
材
料
の
お
が
粉

購
入
費
を
３
分
の
２
補
助

事
業
費　
１
２
４
８
万
円

※
新
規
事
業
の
概
要

そ
の
他
の
主
な
補
正
予
算

複
合
施
設

施設の配置はどうする
イベント開催にも配慮

答答 問問

賑わいを見せた小川炭鉱ホルモンまつり

議決された議案
の一覧は町の
ホームページで
確認できます。

条例補正予算等審査特別委員会条例補正予算等審査特別委員会

次
は
、飼
料
高
騰
な
ど
に
継
続
的
な
支
援
を

※職務で出張したときに支払われる旅費
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町の考えを問う

飼料高騰などに継続的な支援を
  請願　１件を採択

資
材
高
騰
へ
対
策
を

求
め
る
意
見
書
可
決

酪農を存続できるよう継続的な支援を早急に

8人の議員が登壇

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員 ◆�帯状疱疹ワクチンに補助を（8㌻）

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ◆バス送迎の安全対策を
その他の質問
＊こども園関連　　＊出産祝い金の増額　　＊児童生徒のマスク着用

（8㌻）

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ◆まちづくりチーム結成を
その他の質問
＊役場庁舎の整備　　＊小川複合施設の整備

（9㌻）

合
あい

砂
しゃ

　丈
たけ

司
し

 議員 ◆町道奥岩泉線の整備を（9㌻）

早
はや

川
かわ

ケン子 議員 ◆困りごと相談の対応を（10㌻）

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員 ◆産業振興の実施計画は（10㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ◆肥料・飼料の高騰策を
その他の質問
＊全ての中小業者への支援策を

（11㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ◆今後の物価高騰対策は
その他の質問
＊酪農家への支援策　��＊菌床きのこ栽培業の対策　��＊県道大川松草線の整備

（11㌻）

一般質問
　
１2
月
定
例
会
で
は
８
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
８

㌻
か
ら
１１
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。 町

の
考
え
を

町
の
考
え
を
問
う
問
う

意見書…住民の代表機関としての議会の意思を意見とし
てまとめた文書のこと。地方自治法に基づいて、国会ま
たは関係行政庁に対して提出することができます。
みどりの食料システム戦略…持続可能な食料システムの
構築に向け、調達・生産・加工・流通・消費の各段階の
取り組みと環境負荷軽減の改善を推進すること。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん

　国の勧めていた増産から一転、需
要減少と物価高で経営は窮地です。
少しでも牛乳やヨーグルトを食べて
いただき、消費者、岩泉ホールディ
ングスと一緒に乗り越えたいです。

まま ちち 声声のの
増産から一転し
需要減少で窮地

山崎　敏さん
（小本・43歳）

＊
請
願
人

　
Ｊ
Ａ
新
岩
手
酪
農
生
産

　
部
会
宮
古
支
部　
支
部

　
長
兼
岩
泉
地
区
代
表　

　
山
崎
敏

＊
紹
介
議
員

　
三
田
地
泰
正
議
員

＊
付
託
先

　
産
業
常
任
委
員
会

＊
請
願
事
項

①
配
合
飼
料
高
騰
に
対

し
、
継
続
的
な
支
援
を
す

る
こ
と
（
配
合
飼
料
の
価

格
が
令
和
４
年
４
月
以
前

の
水
準
に
な
る
か
、
乳
価

が
続
可
能
な
価
格
に
値
上

げ
す
る
ま
で
）

②
自
給
粗
飼
料
生
産
で
の

化
成
肥
料
と
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
資
材
高
騰
に
対
し
、
来

年
度
以
降
の
継
続
的
な
支

援
を
す
る
こ
と
（
化
成
肥

料
・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
資
材

の
価
格
が
令
和
４
年
４
月

以
前
の
水
準
に
な
る
ま

で
）

議
員
発
議
で
提
案

全
会
一
致
で
可
決

　
昨
年
か
ら
続
く
国
際
的

な
原
油
価
格
の
高
騰
や
急

激
な
円
安
な
ど
で
、
一
次

産
業
を
中
心
に
資
材
高
騰

が
深
刻
化
。
肥
料
・
飼
料

価
格
高
騰
対
策
等
に
関
す

る
意
見
書
案
を
、
議
員
発

議
で
提
案
し
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

＊
意
見
書
の
要
望
事
項

　

‌

①
緊
急
対
策
の
柱
と
し

て
、
肥
料
・
飼
料
高
騰

対
策
を
関
係
機
関
や

メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て

推
進
す
る
こ
と
。
肥

料
・
飼
料
の
価
格
高
騰

時
に
対
応
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
の
構
築

も
検
討
す
る
こ
と

　

‌

②
国
産
農
畜
産
物
の
再

生
産
が
確
保
で
き
る
、

適
切
な
価
格
形
成
の
実

現
に
向
け
た
仕
組
み
の

構
築
と
国
民
へ
の
理
解

醸
成
を
図
る
こ
と

　

‌

③
農
林
水
産
業
の
後
継

者
の
高
齢
化
や
減
少
に

よ
っ
て
、
地
方
が
衰
退

し
な
い
よ
う
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
強
化
す
る
こ
と

　

‌

④
食
料
安
全
保
障
の
強

化
の
観
点
か
ら
、
生
産

資
材
全
般
の
安
定
供
給

の
確
保
と
価
格
の
安
定

化
に
向
け
て
、
備
蓄
も

組
み
合
わ
せ
た
供
給
体

制
の
確
立
と
万
全
な
予

算
確
保
を
強
く
求
め
る
。

　

‌　
特
に
、
国
が
創
設
し

た
肥
料
高
騰
対
策
は
、

急
激
な
価
格
高
騰
に
対

応
し
う
る
十
分
な
予
算

の
確
保
と
多
く
の
生
産

者
が
活
用
し
や
す
い
事

業
と
す
る
こ
と

＊
意
見
書
の
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
衆

議
院
・
参
議
院
議
長

◇
請
願
の
名
称

　
酪
農
情
勢
悪
化
に
関
す
る
請
願

一般質問全文は、
町ホームページで
公開しています。

　12 月定例会に提
出された請願１件を
産業常任委員会（三
田地久志委員長）に
付託。審査の結果、
採択と決定しました。
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町の考えを問う 町の考えを問う

畠山　昌典議員

問　
町
で
は
未
来
づ
く
り

プ
ラ
ン
の
中
で
、
ふ
る
さ

と
創
造
企
画
、
関
係
人
口

の
拡
大
を
う
た
っ
て
い
る
。

　
町
の
魅
力
を
再
認
識
し

最
大
限
に
発
信
す
る
こ

と
、
産
業
の
振
興
や
地
域

づ
く
り
・
観
光
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
広
範
囲
に
検
討
、

実
践
す
る
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
に
着
手
す
べ
き
で
は
。

町
長　
関
係
・
交
流
人
口

の
拡
大
は
、
町
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
と
認
識

し
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い

る
。
近
年
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
が
、
町
民

に
協
力
い
た
だ
き
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
誘
客
、
多
種
多

様
な
移
住
定
住
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
ち
お
こ
し
検
討
・
実

践
チ
ー
ム
の
結
成
は
、
多

様
な
主
体
の
参
画
に
よ

り
、
そ
れ
を
実
践
で
き
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
で
調
査
研
究

が
必
要
と
考
え
る
。

問 まちづくりチーム結成を
答 調査研究が必要と考える

ま
ち
お
こ
し

持
続
可
能
へ

待
っ
た
な
し
！

一般質問・答弁
全文はこちらから

う
回
路
の

道
路
整
備
を早

急
に

問 

町
道
奥
岩
泉
線
の
整
備
を

答 

整
備
し
利
便
性
を
高
め
る

問　
町
道
奥
岩
泉
線
は
、

台
風
10
号
災
害
時
に
う
回

路
と
し
て
利
用
で
き
た
。

命
を
守
る
道
路
と
し
て
整

合砂　丈司議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

１.５ 車線化が済んだ箇所（県道普代小屋瀬線）

地元有志で運営している小川みずまつり

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
大
坂
本
地
区
北
側

か
ら
大
規
模
林
道
八
戸
川

内
線
ま
で
の
約
４
㌔
の
区

間
が
未
舗
装
。
本
年
度
、

約
２
㌔
を
切
削
材
で
舗
装

整
備
し
た
。
今
後
、
同
様

に
整
備
し
、
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問　
県
道
普
代
小
屋
瀬
線

の
松
ケ
沢
地
区
か
ら
坂
本

地
区
間
は
、
所
々
１
・
５

車
線
の
整
備
が
決
ま
っ
て

い
る
が
進
ん
で
い
な
い
。

県
に
対
し
強
く
要
望
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
１
・
５
車
線
化
の

整
備
区
間
は
１0
カ
所
の
計

画
で
、
完
成
箇
所
は
２
カ

所
の
み
で
あ
る
。
残
る
計

画
箇
所
の
早
期
整
備
と
併

せ
、
４
年
８
月
の
大
雨
で

冠
水
し
一
時
通
行
止
め
と

な
っ
た
区
間
の
嵩
上
げ
整

備
に
つ
い
て
も
、
強
く
要

望
し
て
い
く
。

問 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
補
助
を

答 

国
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不

足
に
よ
り
高
齢
者
の
帯
状

疱
疹
が
増
え
て
い
る
。

　
町
長
は
岩
泉
町
地
域
福

祉
計
画
で
、
町
民
が
健
や

か
に
生
活
す
る
た
め
、
健

康
・
保
健
・
医
療
の
充
実

を
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い

る
。

　

こ
の
基
本
方
針
の
も

と
、
町
民
の
健
康
を
考
え

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の

補
助
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
現
在
、
国
で
は
、

厚
生
科
学
審
議
会
で
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

定
期
接
種
に
加
え
る
検
討

子
ど
も
ら
の

安
心
安
全

気
配
り
を

守
り
ま
す

健
康
寿
命

ワ
ク
チ
ン
が

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
園
児
・
児
童
の
痛
ま

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎
の

徹
底
し
た
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
て
い
る
か
。

教
育
長　
定
め
て
い
る
。

各
学
校
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
委
託
事
業
者
に
周

知
し
、
校
長
会
議
で
も
確

認
し
て
い
る
。

問 バス送迎の安全対策を
答 マニュアルを定め徹底

任意の予防接種に対する補助の検討を

置き去り事故がないよう確認を徹底（岩泉中）

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
対
す
る
補
助
は
、

全
国
で
約
30
自
治
体
が

行
っ
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
町

民
の
健
康
を
守
る
選
択
肢

の
一
つ
に
も
な
る
。

　
国
に
お
け
る
審
議
の
動

向
な
ど
を
注
視
し
、
医
療

関
係
者
や
町
の
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
の
意
見
も

伺
い
、
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

問　
通
学
路
の
工
事
に
伴

う
安
全
指
導
は
。

教
育
長　
県
や
町
の
担
当

者
と
学
校
で
情
報
共
有

し
、
学
校
か
ら
保
護
者
へ

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。
児
童
生
徒
へ
登
下
校

の
指
導
も
し
て
い
る
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
機
で
、
視
力
な
ど
の
発

達
段
階
に
支
障
が
な
い
よ

う
ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

教
育
長　
使
用
時
に
目
と

端
末
画
面
を
離
す
こ
と
。

30
分
に
１
回
休
憩
す
る
こ

と
と
就
寝
前
の
利
用
を
控

え
る
よ
う
指
導
。
児
童
生

徒
の
日
常
の
観
察
や
状
況

把
握
に
努
め
て
い
る
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

早川ケン子議員

問　
食
事
や
生
活
の
困
り

ご
と
の
相
談
対
応
に
、
保

健
師
・
栄
養
士
は
地
域
に

入
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

町
長　
地
域
活
動
の
中
で

心
配
な
高
齢
者
の
情
報
や

町
民
の
困
り
ご
と
相
談
な

ど
、
保
健
師
や
栄
養
士
と

関
係
機
関
が
連
携
し
て
地

域
に
入
る
「
重
層
的
な
支

援
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
や
住

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
町
と
関
係
機
関

が
連
携
し
、
役
割
分
担
し

な
が
ら
保
健
活
動
を
充
実

し
て
い
き
た
い
。

問　

冬
場
は
除
雪
バ
ス

タ
ー
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
見
守
り
活
動
が
重
要
。

活
動
す
る
団
体
へ
の
助
成

や
養
成
を
行
っ
て
い
る
か
。

町
長　
見
守
り
支
援
な
ど

地
域
支
え
合
い
団
体
へ
活

動
費
を
助
成
。
関
係
機
関

と
情
報
交
換
し
、
団
体
拡

充
な
ど
課
題
や
方
向
性
を

調
査
研
究
し
た
い
。

問 困りごと相談の対応を
答 連携し保健活動を充実

ふ
き
の
と
う

仲
間
同
志
が

春
を
待
つ

一般質問・答弁
全文はこちらから

産
業
は救

済
プ
ラ
ス振

興
も

問 

産
業
振
興
の
実
施
計
画
は

答 

後
期
総
合
計
画
で
具
体
化

問　
観
光
は
幾
つ
か
市
場

が
あ
る
。
旅
行
商
品
の
企

画
立
案
、
誘
客
な
ど
観
光

業
振
興
の
中
期
的
な
実
施

計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

みちのく潮風トレイル：観光振興も町の重要な課題です

保健師への相談は安心につながります

町
長　
実
施
計
画
は
、
未

来
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
後
期

計
画
と
整
合
性
を
図
り
、

実
行
性
の
あ
る
も
の
と
す

る
。
関
係
団
体
の
理
解
と

協
力
を
得
て
進
め
る
。

問　
農
業
は
救
済
策
以
外

に
振
興
計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　
後
期
基
本
計
画
の

「
具
現
化
す
る
取
組
」
に

以
下
３
点
を
予
定
。
農
地

の
集
約
化
と
基
盤
整
備
、

水
田
の
畑
地
化
や
６
次
産

業
化
を
見
据
え
た
新
た
な

作
物
の
振
興
、
地
消
地
産

と
地
域
内
経
済
循
環
の
推

進
。
実
施
計
画
に
事
業
推

進
の
役
割
分
担
や
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
明
示
し
、
住
民

主
体
型
で
進
め
る
。

問　
６
次
産
業
化
も
実
施

計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
６
次
産
業
化
は
、

個
人
や
組
合
の
加
工
製
造

も
想
定
し
計
画
す
る
。

問 

肥
料
・
飼
料
の
高
騰
策
を

答 

農
家
の
経
営
状
況
を
注
視

問　
国
は
酪
農
・
畜
産
支

援
で
配
合
飼
料
価
格
安
定

制
度
の
補
填て

ん

を
行
う
と
し

て
い
る
が
、
補
填
は
一
部

に
過
ぎ
な
い
。
不
足
分
が

全
て
酪
農
・
畜
産
家
に
の

残
さ
ね
ば

深
刻
さ
増
す

地
場
産
業

こ
の
ま
ま
じ
ゃ

酪
農
畜
産

マ
ジ
や
ば
い

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
酪
農
や
菌
床
し
い
た

け
栽
培
業
な
ど
は
今
ま
で

と
桁
違
い
の
深
刻
な
状
況

で
あ
る
。
今
後
、
町
の
物

価
高
騰
・
経
済
対
策
を
ど

う
進
め
る
か
。

町
長　
物
価
高
騰
に
伴
う

町
内
経
済
の
把
握
に
努
め

な
が
ら
、
国
・
県
の
対
策

に
応
じ
た
一
体
的
な
支
援

問 今後の物価高騰対策は
答 町独自の支援策を行う

肥料・飼料の高騰へ早急な支援を

し
か
か
る
。
本
町
の
特
産

品
で
あ
る
岩
泉
ヨ
ー
グ
ル

ト
や
短
角
牛
の
危
機
と
も

な
る
。

　
肥
料
・
飼
料
の
高
騰
分

全
て
を
補
填
す
る
緊
急
措

置
を
今
す
ぐ
と
る
よ
う
国

に
要
請
し
、
本
町
も
で
き

る
支
援
を
直
ち
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
国
は
、
肥
料
・
飼

料
価
格
の
高
騰
対
策
事
業

を
創
設
。
前
年
度
か
ら
増

加
し
た
肥
料
費
の
７
割
支

援
、
配
合
飼
料
１
㌧
当
た

り
６
７
５
０
円
を
交
付
。

経
産
牛
１
頭
当
た
り
１
万

円
を
交
付
予
定
で
あ
る
。

　
国
へ
は
、
県
町
村
会
を

通
じ
畜
産
経
営
の
支
援
を

要
望
。
本
町
と
し
て
も
支

援
策
の
継
続
、
拡
充
を
要

望
し
て
い
く
。

　
町
独
自
の
支
援
策
は
、

４
年
７
月
、
１１
月
の
補
正

予
算
で
農
業
支
援
策
を

行
っ
た
。
国
・
県
の
動
向

や
農
家
の
経
営
状
況
に
注

視
し
て
い
き
た
い
。

に
加
え
、
町
単
独
で
の
支

援
策
を
行
う
。
困
っ
て
い

る
人
へ
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
取
り
組
む
。

問　
㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業

の
経
営
課
題
へ
の
対
応
は
。

町
長　
製
造
コ
ス
ト
を
大

き
く
占
め
る
、
電
気
や
灯

油
の
経
費
削
減
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
廃
菌

床
を
活
用
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
実
証
事
業

導
入
や
来
年
度
か
ら
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
を
計

画
的
に
整
備
す
る
。
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
研

究
、
経
営
体
制
の
整
備
・

強
化
な
ど
、
町
で
も
思
い

き
っ
た
支
援
策
を
考
え
て

い
く
。

大幅に生産コストが上昇：㈱岩泉きのこ産業

次
は
、
出
産
・
子
育
て
応
援
金
を
給
付
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配
合
飼
料
の
価
格
高

騰
対
策
支
援
金
の
手

続
き
方
法
は
。

申
請
が
必
要
で
あ
る
。

搾
乳
事
業
者
は
申
請

書
の
提
出
の
み
で
よ
い
。

搾
乳
事
業
者
以
外
は
、
購

入
し
た
配
合
飼
料
の
納
品

証
明
を
添
付
し
申
請
す
る
。

搾
乳
事
業
者
の
支
援

を
、
11
月
補
正
時
の

配
合
飼
料
１
㌧
当
た
り
３

千
円
か
ら
、
今
回
は
１
頭

当
た
り
５
千
円
に
し
た
理

子育て
申
請
な
く
支
給
で
き
な
い
か

確
認
す
る
た
め
申
請
が
必
要

畜　
産
頭数当たりの支援理由は
速やかな補填

て ん

とするため

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
は
、
既
に
町

の
出
産
祝
い
金
を
も
ら
っ

て
い
て
も
支
給
さ
れ
る
か
。

出
産
祝
い
金
と
は
別

の
事
業
で
あ
り
支
給

さ
れ
る
。
既
に
出
産
し
た

人
は
妊
娠
応
援
金
５
万
円

と
子
育
て
応
援
金
５
万
円

が
同
時
に
支
給
さ
れ
る
。

町
で
該
当
者
を
把
握

で
き
る
。
申
請
不
要

で
支
給
で
き
な
い
か
。

現
状
を
確
認
の
う
え

支
給
す
る
た
め
申
請

が
必
要
で
あ
る
。
妊
娠
・

出
産
の
届
出
が
さ
れ
た
時

点
で
連
絡
し
、
速
や
か
に

支
給
し
た
い
。

由
は
。昨

年
度
と
本
年
度
の

１
頭
当
た
り
の
利
益

率
を
比
較
し
、
十
分
な
補

填
と
な
る
よ
う
に
変
更
し

た
。
よ
り
速
や
か
に
交
付

す
る
た
め
１
頭
当
た
り
と

し
た
。上

限
が
１
０
０
万
円

で
あ
る
が
、
上
限
を

超
え
る
事
業
者
は
あ
る
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
対
象

は
な
い
。

答 問

問

第 6回臨時会

出産・子育て
応援金を給付

子どもたちの
居場所づくり

　４年第６回臨時会は 12 月 27 日、国・県の補正
予算に対応する出産・子育て応援給付金などの補正
予算を審議するため開きました。
　町長から提出された４年度一般会計補正予算第８
号を全会一致で可決。
　ここでは、審議の中からいくつかの内容を要約し
てお伝えします。

答

問　

観
光
資
源
の
乏
し

か
っ
た
村
で
も
、
ア
イ

デ
ア
一
つ
で
多
く
の
交

流
人
口
を
呼
び
込
め
る

施
策
の
展
開
は
、
わ
が

町
で
も
手
本
に
す
る
べ

き
と
感
じ
ま
し
た

　
今
後
の
施
策
提
言
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
畠
山
昌
典
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
な
ど
へ
の
さ
ま
ざ

ま
な
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
食
堂
を
含

め
、
高
齢
者
と
の
交
流

支
援
な
ど
町
の
事
業
へ

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
坂
本
昇
）

【
所
感
】

そ
の
他
の
主
な
補
正
予
算

【
所
感
】

青
森
県
田
舎
館
村

NPO法人
プラットホームあおもり

ア
イ
デ
ア
一
つ
で

む
ら
お
こ
し
実
践

　
総
務
常
任
委
員
会（
畠
山
昌
典
委
員
長
）は
11
月
17
日
、

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
で
む
ら
お
こ
し
に
取
り
組
む
青
森
県

田い
な
か舎

館だ
て
む
ら村

（
鈴
木
孝こ

う

雄ゆ
う

町
長
）
で
、
地
域
活
性
化
策
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

答 問

答 問

笑顔で子育てできる環境づくりを
佐藤葵

あおい

ちゃん（岩泉・４歳）紬
つむぎ

ちゃん（１歳）律
りつ

くん（３歳）

答

総務常任委員会レポート

　
青
森
県
田
舎
館
村
は
、

津
軽
平
野
の
南
側
に
位
置

す
る
人
口
７
４
３
４
人
、

面
積
22
・
3‌

５
平
方
㌖
の

村
で
す
。

　
平
成
５
年
か
ら
、
田
ん

ぼ
に
色
の
異
な
る
稲
を
植

え
巨
大
な
絵
を
描
く
「
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
」
を
開
始
。

　
平
成
29
年
度
の
「
第
１１

回
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り

大
賞
」
で
観
光
庁
長
官
賞

に
輝
い
て
い
ま
す
。

観
光
名
所
が
な
く
て
も

村
の
原
点
「
稲
作
」
で

　
田
舎
館
村
で
は
、
昭
和

62
年
に
「
田
舎
館
村
む
ら

お
こ
し
振
興
協
議
会
」
を

結
成
。
産
業
振
興
や
地
域

づ
く
り
、
観
光
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
広
範
囲
な
分
野
に

わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
目
玉
に
な
る
観

光
名
所
が
な
く
、
村
外
か

ら
の
集
客
が
課
題
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
村
の
原
点
に

立
ち
返
り
思
い
付
い
た
の

が
「
稲
作
」
に
よ
る
む
ら

お
こ
し
。
村
に
は
弥
生
時

代
の
水
田
跡
が
あ
り
、
良

質
米
の
生
産
地
で
も
あ
り

ま
し
た
。

全
国
的
に
注
目
集
め

毎
年
多
く
の
観
光
客

　
平
成
５
年
、
昔
な
が
ら

の
手
作
業
で
の
「
稲
作
体

験
ツ
ア
ー
」
を
開
始
し
、

３
色
の
稲
を
使
っ
た
「
稲

文
字
」
を
作
成
。
こ
れ
が

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
始
ま
り

で
す
。

　
測
量
と
遠
近
法
の
導
入

で
芸
術
性
が
飛
躍
的
に
高

ま
り
、
今
で
は
７
色
の
稲

を
使
っ
た
繊
細
で
美
し
い

ア
ー
ト
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　

全
国
的
に
注
目
を
集

め
、
国
内
外
か
ら
毎
年
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
平

成
１9
年
度
に
は
24
万
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
村
内
の
観
光
施
設
な
ど

の
集
客
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
経
済
効
果
や
関
係
人

口
へ
の
影
響
は
多
大
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

城のような村役場に田んぼアートの展望台があります

　
総
務
常
任
委
員
会
は
11

月
18
日
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
あ
お
も
り
（
米よ

ね

田た

大だ
い

吉き
ち

理
事
長
）
で
「
子
ど
も
第

三
の
居
場
所
事
業
」（
※
）

へ
の
取
り
組
み
を
調
査
し

ま
し
た
。

地
域
で
育
て
合
う
社
会

　
「
子
ど
も
第
三
の
居
場

所
事
業
」
は
、
日
本
財
団

が
全
国
各
地
に
開
設
し
て

き
ま
し
た
。

　
青
森
市
の
拠
点
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
あ
お
も
り
が
運
営
主

体
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
で

「
地
域
で
暮
ら
す
み
ん
な

が
、
み
ん
な
の
子
ど
も
た

ち
と
育
て
あ
う
」
地
域
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
料
金
は
原
則
無
料

で
す
。

（※）�日本で暮らす全ての子どもたちが未来への希望を持ち、これからの社会を生
き抜く力を育むことを目的とする。困難を抱える環境にある子どもたちが対象。

秘密基地のような素敵な居場所です

菌
床
し
い
た
け
生
産
事
業

者
へ
の
経
営
支
援

�

１
６
９
７
万
円

　
町
内
の
菌
床
し
い
た
け

生
産
事
業
者
へ
、
４
年
度

分
と
３
年
度
分
の
電
気
料

金
を
比
較
し
、
高
騰
分
を

３
分
の
１
以
内
の
額
で
支

援
す
る
。

＊
対
象
事
業
者

㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業
、
株

式
会
社
ミ
ナ
カ
ワ

�

【
関
連
５
㌻
】

小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
安
全
装
置
を
設
置

�

４
０
０
万
円

　
児
童
生
徒
の
送
迎
車
両

に
置
き
去
り
防
止
装
置
を

設
置
。
エ
ン
ジ
ン
停
止
時

に
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
運
転

手
が
車
内
確
認
後
に
停
止

ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
。

▽
５
年
４
月
か
ら
、
小
学

校
未
満
の
送
迎
バ
ス
な
ど

へ
の
安
全
装
置
設
置
が
義

務
付
け
と
な
り
ま
す
。

区分 追加支援 参考：11月補正予算

搾乳事業者
基準日：４年11月１日　
12カ月齢以上の搾乳牛
１頭当たり5,000円

４年７月から10月まで
に購入した配合飼料
１㌧当たり3,000円

搾乳事業者
以外

５年１月から３月までに
購入した配合飼料
１㌧当たり1,000円

４年７月から12月まで
に購入した配合飼料
１㌧当たり1,000円

配合飼料の価格高騰対策支援金
追加支援の内容

次
は
、
公
共
交
通
を
考
え
る
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シリーズ 公共交通を考える
先進事例を探るパート3パート3

　
本
町
の
公
共
交
通
は
、
J
R
バ
ス
や
町
民
バ
ス
の

ほ
か
、
各
振
興
協
議
会
で
取
り
組
む
二
次
交
通
（
※

１
）
や
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
※
２
）
な
ど
、
地

域
の
支
え
合
い
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、
社
会
変
化
に
対
応
し

た
仕
組
み
づ
く
り
と
は
。
シ
リ
ー
ズ
公
共
交
通
を
考

え
る
。
本
号
は
、
先
進
地
の
取
り
組
み
か
ら
、
ヒ
ン

ト
を
探
り
ま
す
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

（
千
葉
泰
彦
委
員
長
）
は

１2
月
１6
日
、
宮
城
県
石
巻

市
の
日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
協
会
（
吉
澤
武
彦
代

表
理
事
）
で
、
車
を
シ
ェ

ア
し
て
支
え
合
う
仕
組
み

を
地
域
に
つ
く
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

目
的
は
移
動
で
は
な
く

支
え
合
う
地
域
づ
く
り

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
目
的

は
、
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
に
あ
り
ま
す
。
移
動
支

援
だ
け
を
目
的
に
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
目
的
に
賛
同
し
、
入
会

し
た
会
員
の
人
た
ち
が
車

を
共
同
で
活
用
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
に

は
、
外
出
支
援
や
乗
り
合

い
で
の
買
い
物
ツ
ア
ー
な

ど
が
あ
り
、
移
動
に
困
っ

て
い
る
人
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
が

役
割
分
担
し
運
営

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
自
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
定
期
的
に
開
催
す
る
サ

ロ
ン
活
動
で
、
ル
ー
ル
の

調
整
を
行
っ
た
り
役
割
を

分
担
。
で
き
る
人
が
で
き

る
範
囲
で
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

利
用
し
た
頻
度
で

経
費
実
費
を
分
担

　
利
用
の
際
、
一
時
的
に

預
か
る
金
額
（
以
下
、
預

り
金
）
な
ど
ル
ー
ル
を
作

り
、
そ
の
お
金
で
運
営
。

利
用
頻
度
に
応
じ
て
、
経

費
実
費
を
分
担
し
利
用
者

が
負
担
し
ま
す
。

　
預
け
た
お
金
は
定
期
的

に
精
算
し
な
が
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。

特
徴
１

特
徴
2

特
徴
3

前
向
き
な
姿
勢
で

支
え
合
い
を
推
進

　
日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
協
会
で
の
調
査
後
に
、

実
際
に
活
動
を
行
っ
て
い

る
渡わ

た
の
は波
カ
ー
シ
ェ
ア
会
の

「
お
ち
ゃ
っ
こ
」（
サ
ロ
ン

活
動
）
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
利
用
者
の
声
を

聴
き
ま
し
た
。

　

渡
波
カ
ー
シ
ェ
ア
会

は
、
平
成
29
年
１0
月
に
設

立
し
、
現
在
の
会
員
数
は

46
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
４
人
含
む
）。

平
均
年
齢
は
80
歳
で
す
。

　
月
に
１
回
お
ち
ゃ
っ
こ

を
開
催
。
見
守
り
支
援
担

当
の
役
員
に
よ
る
見
守

り
・
声
か
け
支
援
も
毎
月

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
に
通
院
の
た
め
の
送

迎
支
援
や
月
２
回
の
買
い

物
ツ
ア
ー
、
年
４
回
の
お

出
か
け
ツ
ア
ー
な
ど
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
意
欲
的
に

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
人
が
無
理
な
く

手
伝
う
。
皆
さ
ん
が
前
向

き
な
姿
勢
で
、
楽
し
み
つ

つ
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

外
出
支
援
の
預
り
金

５
㌖
毎
に
５
０
０
円

　

外
出
支
援
の
預
り
金

は
、
ル
ー
ル
で
５
㌖
毎
に

５
０
０
円
と
し
て
い
ま

す
。
会
の
継
続
と
利
用
の

し
や
す
さ
を
考
え
て
、
お

ち
ゃ
っ
こ
で
意
見
を
出
し

合
い
決
め
ま
す
。

　
利
用
者
か
ら
は
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
と

数
千
円
か
か
る
た
め
、
預

り
金
は
安
価
で
助
か
る
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

運
営
上
の
課
題
は

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

　
常
に
対
応
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
３
年
度
４
人
で
し
た

が
、
４
年
度
は
１
人
。
ワ

ゴ
ン
車
を
運
転
で
き
る
ド

ラ
イ
バ
ー
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
お
出
か
け
ツ

ア
ー
の
と
き
は
他
の
カ
ー

シ
ェ
ア
会
か
ら
ド
ラ
イ

バ
ー
を
借
り
て
対
応
し
て

い
ま
し
た
。

　
継
続
し
た
助
成
金
や
寄

付
金
の
確
保
も
課
題
で
す
。

外出支援が助かると話す渡波カーシェア会の皆さん

お出かけツアー、楽しいです

コミュニティ・カーシェアリングの概要

利用希望の会員

予約担当役員

前日までに
予約担当役
員へ電話

❶利用
　申し込み

❹利用

❷調整

❸調整結果
　お知らせ

カーシェア会（※）

経費は利用頻
度に応じて利
用者が負担。

ルールの見直しや調整

（※）活動を行うグループのことを「カーシェア会」とよぶ。

【
所
感
】

　

公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
議
員
活
動
と
し
て
調

査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
課
題
解
決
に

は
広
く
課
題
共
有
が
重
要

と
痛
感
。
町
の
担
当
課
と

関
係
機
関
、
町
民
向
け
の

研
修
会
も
企
画
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本

年
度
の
議
会
だ
よ
り
で
シ

リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
の
１
回
目
で

は
、
町
の
交
通
に
つ
い
て

町
民
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
、
岩
泉
町
の

公
共
交
通
の
変
遷
を
、
人

口
や
利
用
状
況
と
併
せ
て

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
本
号
が
３
回
目
。
委
員

会
と
し
て
、
先
進
的
な
取

り
組
み
の
視
察
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
国
の
制
度
も
活
用
す
る

仕
組
み
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
」。
全
て
の
担
い
手

が
激
減
す
る
本
町
で
、
地

域
の
支
え
合
い
を
ど
う
維

持
す
る
か
。
交
通
課
題
に

対
し
て
、
新
た
な
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
号
の
最
終
回
は
提

言
。
多
角
的
に
議
論
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

�

（
千
葉　
泰
彦
）

＊サロン活動
＊ツアー活動
＊外出支援活動
　この３つを組み合わせた
仕組みが

コミュニティ・
カーシェアリング質問に回答する吉澤代表理事

（※１）複数の交通機関などを使用する場合の２種類目の交通機関　
（※２）十分な輸送サービスが確保できない地域で、特定非営利組織などが行う輸送サービス

次
は
、
町
の
未
来
を
考
え
る

ボランティア運転手

お茶会などのサロン活動
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編
集
後
記

編
集
後
記

▽
前
回
の
２
０
０
号
で
こ

れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
を

振
り
返
り
、
改
め
て
町
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
▽
議
会
活
動
を
す
る
中

で
、
多
く
の
声
を
聴
き
町

政
に
生
か
す
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。前
号
で
は
、

議
会
だ
よ
り
や
議
会
活
動

に
大
切
な
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
肝
に
銘
じ
、

さ
ら
に
精
進
し
て
行
く
覚

悟
で
す
▽
本
号
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
キ

ラ
ッ
と
光
る
人
」
シ
リ
ー

ズ
が
表
紙
を
飾
り
ま
す
。

取
材
依
頼
の
際
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
▽
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
の
作
成
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山　
昌
典

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
2 月 9 日 （木） 町長施政方針演述
 27 日 （月） ～３月１日（水）
   条例補正予算審査
3 月 2 日 （木） 一般質問
 3 日 （金） 一般質問
 7 日 （火） ～10 日（金）
   新年度予算審査
 10 日 （金） 本会議
� の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

　
10
月
28
日
、
小
川
小
（
米よ

ね

川か
わ

聡さ
と
し

校
長
、
児
童
55
人
）
の
６
年
生
16

人
が
ミ
ニ
学
習
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

岩
泉
の
未
来
を
考
え
る
～
」
と
題

し
、
社
会
科
の
学
習
で
調
べ
た
町

の
問
題
と
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た

町
づ
く
り
を
提
案
。
発
表
後
に
議

員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

議員からの質問に答える児童

町の未来を考えた、小川小６年生の皆さん

町の問題点は、人口減少・少子高齢化
コロナで観光客が減少、自然の驚異も原因

観光客の観光客の
多い町多い町

災害に災害に
強い町強い町

若者中心若者中心
の町の町

児童が
提案する町

キ
ラ
ッ
と
光
る
人

町
の
未
来
を
考
え
る

小
川
小
児
童
が
提
案

　
７
年
に
渡
っ
て
議
会
だ

よ
り
の
表
紙
を
飾
っ
て
き

た
大
家
族
シ
リ
ー
ズ
は
１

９
９
号
で
終
了
。

　

本
号
の
表
紙
か
ら
は
、

町
で
頑
張
っ
て
い
る
人
や

活
躍
し
て
い
る
人
、
そ
の

道
で
輝
い
て
い
る
な
ど
「
キ

ラ
ッ
と
光
る
人
」
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
キ
ラ
ッ
と
光
る
人
に
負

け
な
い
よ
う
「
キ
ラ
ッ
と

光
る
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
取
材
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

輝く笑顔の内村貴喜さん

表
紙
の
新
シ
リ
ー
ズ


